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昔、ある村さ一人の若者（わげもの）居だど。この若
者ｱ、ながながの働き者であったばて貧乏だどごで、誰
（だん）も嫁さくる者ｱいねがったど。

ある日、この若者よ、山さ焚ぐ木ば切りに行ったんず。したきゃ、一匹の白ーい蛇こせ、岩の間
さはさまって、もがいであったんずおん。『あらあら、かわいそうに、転がてきた岩さはさまれだ
びょんな。どらどら』て、岩ばよげで蛇ば出してやったど。『どごも怪我ｱ無がったな。それだば
いいあんべした。さ、山さ帰れ、今度（こんだ）気をつけで行げ』て放してやったど。



それがら何日かしたある日の事だ。若者ｱ、畑耕してらきゃ、一人の色の白えめごーい娘コ、べ
ろっと来て、『私（わ）ｱ 旅の途中の者（もん）だばて、疲労（おた）ってまたどごで、何とか
一晩泊めでけへ』若者『泊めでやるのｱかまわねばて、おらの家、この通り貧乏屋で、何もかまて
やらえねじゃ』て言（し）たきゃ、『何もえごし。泊めでてもらうだげでありがでごし』て言
（し）て、娘コｱその晩（ばげ）泊めでもらたど。

次の日、若者起ぎでみだきゃ、昨日の娘コｱいっつが起ぎで、ままの仕度してあって若者さ食
（か）へだど。一人者の若者、今まで食った事ねんた旨（め）え飯（まま）であたど。『わい旨
（め）じゃ、なんぼ旨（め）ば』て喜んで食たきゃ、娘ｱ嬉しそうに二コラッと笑て『へば、晩も
又こさえるはんで』て言（し）たど。『お前（め）、旅さ行かなくてもいいんだが？』て聞いだ
きゃ、『いいんだおん。少し訳あるはんで、私（わ）とばこごさ置いでけねべが』



『何（なん）ぼ居で
もいいばて、おらの
家はこしたに貧乏だ
はで、朝がら晩まで
稼がねばまね。おめ
だけんたアネコさだ
ばとってもつとまら
ねえべね』『私
（わ）も働ぐの好ぎ
だはんで』て娘コｱこ
こで若者ど一緒に暮
らすことになったど。
なるほで、この娘、朝がら晩までへごまによぐ働ぐど。特に若者ど一緒に山さ山菜とりに行けば、

『ワラビだば、あっちの林の方さあるびょん』『タケノコだば、こっちの山さ余計（よげ）ある
びょん』て云（し）てそっちゃ行ってみれば本当に、びっくりすほど山菜あったど。『山歩きだば、
おら一番だど思（も）てあたばて、お前（め）さだばかなわねじゃ』て若者感心してまたど。娘ｱ
『わいはあ』って恥ずかしそうにニコッと笑うばしだど。



一（ひと）月過ぎ、二月過ぎて、そして二人は夫婦になったど。毎日朝早ぐがら晩（ばげ）まで
汗流して働いで、それでも二人ｱ倖（しあわせ）であったど。畑耕して、山さ木伐（き）りに行っ
て、雪降れば時々罠かげに行って兎を獲ってきて、兎汁作って食たど。『わい、旨（め）じゃ』て
云（し）て、嫁コｱ兎汁なもかも好ぎであたど。春になれば又二人で山菜とりに行ぐど。ところが、
嫁コｱナメクジ大嫌であったずおん。ナメクジ見れば顔まっ真になって、足すくんで動げねぐなっ
てまるんだど。『山好ぎだお前（め）でも怖（おこ）ねものあるんべびょんな』て笑って、若者そ
のたんびに嫁コとば背負（おぼ）って家さ帰ったど。



この嫁コのおかげで、若者の家は、だんだん裕福ネなっていったど。そしてるうぢに、嫁コｱ
赤ん坊産んだど。二人ｱなもかも可愛（めご）がってこの赤子ば育でだど。ある日の事だ。若者、
山さ仕事に出掛（でが）げだばて、途中忘れ物さ気づいで家さ戻って来たど。して、赤子こどしら
べなあど思（も）て、うーって家の中はのぞいて見だきゃどってんしたど。

一匹の大（で）っただな白い蛇が赤子の入った嬰児籠（えんつこ）ばぐるっと抱ぐように巻いで、
二人、スヤラ、スヤラて気持ぢえぐ眠（ね）てあたど。
それ見た若者『あっ』て気ついだ。『んだが、お前（め）ｱあの時、我（わ）助けでやったあの蛇で
あったんだべ。どうりで兎の肉好ぎだり、ナメクジ嫌（きれ）えだりしたわげだ』って、一人でつ
ぶやいでこそらっとそご離れで又山さ行ったど。



夕方、若者家さ戻ったきゃ、嫁コの姿、どこさも無がった。ニコニコ笑っている赤子の嬰児籠
（えんつこ）さ一枚の紙きれこはさんであて、見んだきゃ、『私は、あなたに助けられた蛇です。
このまま、この家であなたといつまでも暮らしたかったのですが、私の正体を見られたからには、
もうこの家にいる事はできません。あなたと暮らして私はとても倖せでした。赤ん坊が握っている
玉は、私の片方の目玉です。これをしゃぶらせて育ててください』て書いであたど。

赤ん坊はその玉をしゃぶりながら大きぐなったど。父親に負げねえほ
どの立派だ若者になってせっせど稼ぐどごで、この家アますます裕福に
なって、いい娘コば嫁こにもらって、みんなで倖せに暮らしてらど。



今はジサマになって
しまた若者、もう何も

働がねくてもいいぐなった
ばて、毎晩、山さ帰って行った白い
蛇の嫁コの夢ば見るんだど。無性に
会いたくてたまらなくてあたど。

ある秋のカララッと晴れだ日。『今日ｱ天気いい
はで茸でもとってくるがな』て、ジサマが篭（こ
だし）ば背負って山さ出掛けだ。その日ｱキノゴお
もしれだげ生（おが）てあったど。ジサマ、キノ
ゴにつられて知らねうぢに山の奥さ奥さ入って
まったずおんな。『女心と秋の空』てす。変わり
やすいズ事だ。
朝、家を出る時だば、あれほどカラッと晴れで

あった空、雲ムクムクムクど出で来た
ど思（も）たきゃガラガラガラど
雷鳴ってザザーッて空、あがるん
だけんた雨降って来たずおん。
『わいわい、わいわい』ジサマ
どごが雨宿りする所（どご）
ねべがど思（も）てウーッて
見だきゃ、ちょんどいい
あんべに、そごさ洞窟あて
あたど。ジサマ、そごさ駆
け込んで雨宿りした。



ズーと雨宿りをしてらきゃ、女心だもの・
あらほんど降ってら雨、又嘘だけんたに上
がったど。ジサマ、『さ、へば行ぐがな』ど
思（も）て、後さ置いただ篭（こだし）ば取
る気なたきゃ、洞窟のズーッと奥の方さ白ー
ぐ光っているものあったど。



『わい、何だべな』ど思（も）て近づいて行ってみだきゃ。白ーぐ光っているもの、一匹の蛇であっ
た。ジサマどぎっとして よーぐ見だきゃ、もうその蛇は死んであったど。そばさ寄って抱き上げて
見だきゃ、その蛇、片っ方の目ン玉無くてあたど。ジサマ、ハット気ついだ。『あー、お前（め）だ
な、お前（め）だな。』ボロボロ、ボロボロど涙流して、体むじるんだけにしてジサマ泣いだど。ご
じょわだがら声しぼるんたにして泣いだど。



ジサマ、遅ぐなてがら家さ戻てきたど。家の人共（ど）ｱみんな心配してあって、そごさジサマ
戻って来たどごで、ほっとしたど。『おじちゃ、どしたの？何あったの？』て皆聞いでも、『何で
もね、何でもね』て言（し）て床さ行って寝だど。

次の日の朝間（あさま）、いっつもだば早起ぎのジサマいづまんでも起ぎでこねどごで、『お
じちゃ、どしてらんだべ』『昨夜（ゆべな）遅ぐまで山歩（あさ）いて疲れだんだべね。も少し
寝へでおがなが』皆でまま食ってもまだ起ぎで来（こ）ねどごで、兄ど嫁ｱ見に行ったど。



ジサマ、死んであたど。懐の中さ白ーい蛇コ抱
いで、眠てらようにしてジサマ死んであたど。
倖せそうだ顔コであったど。二人で仲良ぐ天に
昇って行ったんだびょん。 とっちばれ


